保育所における地域支援者との連携について : 子どもの体力づくりを中心に by 岸本  強 & Tsuyoshi KISHIMOTO
1 はじめに 
核家族化や共働き家庭の増加、加えて少子高
齢化による社会環境の変化は、保育所に籍を置
く子ども達が家庭や地域において様 な々経験を
する場所や機会、人や物と関わる機会を減少さ
せるなど、子どもの生活環境を大きく変化させてい
る。地域に豊かな自然や文化が息づく地域にお
いても例外ではなく、地域での遊びの減少は地域
での子ども集団をなくし、兄弟姉妹化・孤立によ
る“遊びの家の中化”を増加させている。このよう
な生活環境では、大きな運動遊びは出現しにくく、
運動活動量の低下につながり、そのことが体力・
運動能力の低下を招く結果となっている。
今回対象とした松江市の農漁村地域・野波
地区の野波保育所においても同様の悩みをもっ
ている。地域の将来を担う子ども達が「地域の文
化や自然に育まれ成長していくことのできる環境」
は無くなりつつあり、この地域の就学までの子ども
達が、集団で体を使った遊びを展開できる場は、
生活の殆どを過ごす保育の場にしか期待できなく
なっているのが現状である。このことを考えれば、
現在では、子ども達の生活・活動の拠点となる保
育所・幼稚園の保育・教育活動の場に、この大
きな課題を、意図をもってもち込むことが求められ
るようになっている。
保育所と家庭・地域との連携については、保育
所保育指針（厚生労働省 2008）にも明記されて
いる。第4章保育の計画及び評価　1. 保育の計
画（3）指導計画の作成上、特に留意すべき事項　
オ．家庭及び地域社会との連携、において、「子ど
もの生活の連続性を踏まえ、家庭及び地域社会
と連携して保育が展開されるよう配慮すること。そ
の際、家庭や地域の機関及び団体の協力を得て、
地域の自然、人材、行事、施設等の資源を積極
的に活用し、豊かな生活体験を始め保育内容の
充実が図られるよう配慮すること。」と示されている
ように、「地域の文化や自然に育まれ成長していく
ことのできる環境」は保育所・幼稚園の活動の中
で行うとともに、地域の人や組織とのつながりをもち、
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協力を得、地域人材を活用することで成り立つも
のであろう。
このことを踏まえ、本研究の目的は、保育所に
おいて地域の人材の活用はどのように行なわれて
いるのか、保育の充実にどう活かされるのか、子ど
も達の成長にどのような効果を生んでいるのかに
ついて、野波保育所を対象に、地域人材（地域
支援者）と保育所の連携の現状を明らかにするこ
とである。
2 野波保育所の実態 
平成9年、旧島根町立保育所と児童館が統合
し、隣接の高齢者交流館とともに開設（定員90
名）。平成17年の市町合併により松江市立と改
称。平成18年定員60名。現在の経営主体はM
市社会福祉協議会である。保育時間は平日7:00
〜19:00、土曜日7:00〜17:00。特別保育事業は
延長保育、障害児保育、保育所体験特別事業
を行なっている。
特筆すべきことは、平成7年に旧S町が三世代
施設基本構想を策定し、平成9年の開設時に隣
接の高齢者交流館と共に「花水樹ガーデン野波
保育所」として開設していることである。旧町の方
針で乳・幼児期の子どもと高齢者との交流を目的
に園舎が隣接して建てられ、これまでにも季節毎
の行事や毎月の誕生会を一緒にするなど交流を
続け、野波保育所はこれまでにもこうした交流を
基盤に地域とのつながり、地域に支えられてきてい
る。
野波保育所の保育方針として、○家庭と連携
をもちながら温かな人間関係のもとで、情緒の安
定を図り安心して生活できる環境を整え、子どもが
自発的、意欲的にかかわりながら乳幼児期にふさ
わしい豊かな体験ができるよう支える。○地域の
豊かな自然や、行事、人とかかわりあいながら育
つ中でふるさとに関心や愛着、興味をもち、それら
を大切にすることや人権尊重の気持ちを育む。を
掲げている。
平成26年度の在所児 ( 組編成別 )は、0・1歳
児5名、2歳児8名、3歳児14名、4・5歳児14名で
あり、職員は所長1名、主任保育士1名、保育士8
名、調理員2名、パ トー職員3名の15名である。
3 野波保育所における地域支援者
野波保育所での保育活動は、保護者（父母、
祖父母）をはじめ、様 な々地域の人々に支えられ
ている。開所当事からの基盤をもつ高齢者との交
流や支援は季節の行事毎に今でも続けられてい
る。
この保育所の特長的な支援の取組は、表1に
あるような支援者名称をつくり、地域の特定の高
齢者が日常的に保育所に出入りして、子ども達と
関わり合いながら、保育士では手の届かない園
内・外の環境整備を中心に保育支援をしている
ことである。
表1　地域支援者
☆地域講師
子どもに直接関わり、
継続的に様 な々活動を指導する人。
☆ゲスト・
　ティー チャー
地域講師をサポ トーする人。
☆地域
　ボランティア
子どもと直接関わらないが、
修繕や製作などをお手伝いする人。
「地域講師」「ゲスト・ティー チャー」と呼ばれる
方々がその方たちであり、プラスして「地域ボラン
ティア」に位置づけられる方 は々、子どもと関わらな
いが、地域講師やゲスト・ティー チャー が行なう修
繕やものづくりのサポ トーに当たっている。
野波保育所が「地域講師」を置くことの願いは
次のようなことである。
子ども達が地域の小・中学生や住民との交流
機会が多く期待できないことから、少しでも地域の
人との関わりを確保するために「地域講師」の活
用を重視する。子ども達が「地域講師」と一緒に
活動する中で、自分の思いをぶつけたり、「地域講
師」の知恵や技術・技能に刺激を受けて、自らの
向上心や意欲を高めたり、地域講師の豊かな人
間性に触発され、人に対して気配りしたり、感謝す
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る気持ちを醸成してくれるのではないか。このよう
な交流活動の中で子ども達の素直な姿や優しい
姿などを伸ばしていきたい。地域の人に多く関わっ
てもらう保育は子どもの心を豊かにし、保育士をも
育て、保護者も育てる。人間関係が希薄な時代だ
からこそ、地域のたくさんの人とのつながりや関わ
りを保育の中に取り込む必要がある。この関わり
から子ども達は地域の人とつながり、一緒に行う
活動経験を土台に豊かな生活体験と世代を超え
た多くの人のあたたかいまなざしに包まれ、感性
豊かに成長していく。しっかりと愛された経験を積
み重ねることで、自分や周りの人を愛する心を育
てていきたい。このような子どもの育ちを願って「地
域講師」を置き、多くの人との関わりを大切にした
いと願っている。
「地域講師」は分野別に6名いる。保育所支援
者の中でも特に保育所と深く関わっており、行事・
イベント毎の支援が定着している。このうち2名は
普段からお茶飲みがてら保育所に立ち寄り、保
育所職員、子ども達とも十分にコミュニケーション
が取られている。保育所入所から育了までの関わ
りは子どものみならず保護者との信頼関係も築か
れ、保護者への相談・支援にも関わることがある。
「ゲスト・ティー チャー 」が必要な時は、地域講師
が連絡を取り、協力してもらっている。畑での苗植
え・栽培・収穫や、海での活動、漁業が盛んな地
域ならではのイカ干し、ぶりの解体は、ここの地域
性豊かな伝統的な内容でもあり、経験豊富な熟
練者ならではの指導・サポ トーとなっている。地域
性、伝統的内容の経験の少ない保育士も（無い
保育士も）すっかり地域講師やゲスト・ティー チャー
の支援に頼っている。この他、絵本読み聞かせ、
昔懐かしい手遊び・歌遊び・触れ合い遊び、水鉄
砲作り、こままわし等も教わっている。
地域支援者との交流や保育サポ トーは、地域
の子育ての拠点である保育所が次世代を担う子
ども達を育成する、地域の未来づくりの拠点として
の役割を大きく示すことにもつながっている。
このように「地域講師」「ゲスト・ティー チャー」
「地域ボランティア」を中心とした地域と保育所と
のつながりから、子どもは地域の宝、地域の大切
な存在であることをお互いに認識し、保育所、地
域、家庭が連携し、共に子どもの健やかな成長を
願い、同じ地域で共に育ち合うという認識も醸成
している。
4  「地域講師」からの聞き取りから
地域講師の中でも中心的な二人はＴさんとＨ
さんである。
Ｔさんは、かつて保育所の隣に在った「高齢者
交流館」の送迎バスの運転手をしていた。その頃
からの保育所との交流が地域講師の原点になっ
ている。自分が育った幼い頃の「良さ」を今の子ど
もに伝えたい思いが強く、また、自らの様 な々職業
経験から保育所の要望には何でも応えるだけの
豊富な技術も備えている。
今の子どもについて次のように語ってくれた。
「昔、私たちが普段やっていた地域の自然あそび
が、今では何でも禁止、禁止で子どもがかわいそ
う。土遊びして汚れたら川遊びで汚れを落とすな
ど、遊びの中で自分のことは自分でやったものだ。
今の子どもは山へ行っても山歩きもできない。せっ
かく自然が豊富にあるのにそこで自由に遊ぶこと
が禁止され、その結果、自然を相手にした遊びを
知らないで育ってしまう。野山川海での遊びを保
育所の先生も親も知らないので、経験ある自分が、
手伝うことができることはどんどん子ども達にさせ、
体験させて育てたい。かつてこの地域の子ども達
が経験していた、地域・自然を生かした遊びを再
生してもらいたい。子どもの運動や普段の工夫は
自由な遊びで育つものだ。保育所の先生の想い
を少しでも叶えたいと思っている。親の親として先
生の手伝いをし、特に先生のできない部分をサ
ポ トーしたい。」
そこには、今も民生委員も務めるTさんの「地域
で育つ子ども」「地域で育てたい子ども」への熱く
強い想いが感じられた。
Ｈさんは大工の経験があり、ものづくりを得意と
している。園舎の手入れや便利な設備なども簡単
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に作り上げてくれる。廊下に設置した雲悌はＨさ
んの手作りである。見えない部分ではあるが、子ど
もが担ぐ神輿の核の細工も見事に作り上げている。
「年寄りができることをするだけですわね。」という
言葉に地域の子どもをしっかり育みたいとの想い
が感じられた。
二人を中心とする「地域講師」は、入所式、育
了式にも出席し、年間を通した行事や日頃の保
育所訪問を通して子どもや保護者にもその存在が
深く浸透し、地域文化の伝道師でもあり、保育所
活動を補強・充実させる強力な支援者となってい
る。
5 地域講師の年間活動（予定） 
保育所が地域講師に依頼する保育所の年度
行事は表2のようなものがあり、地域交流を中心に
数も多く、多岐にわたっている。
前述のとおり地域講師が中心となり、「ゲスト・
ティー チャー 」や「地域ボランティア」の応援を得て
遂行することもある。保育所の必要に応えるべく
様 な々機会に、地域の大先輩として地域色豊か
に、地域の伝統をも兼ね備えた確かな有能な人
材として貢献している。
表2　地域講師参加の年度行事一覧
月 行事 地域行事 地域交流 5歳児交流 その他 保育所体験
4 ― ― じゃがいも植え ― ― ―
5 ― ― 夏野菜植え ― 奉仕作業 ―
6 ― ―
芋苗植え 
柏餅作り
― ― ―
7 夏祭り ― 海あそび 海あそび ― ―
8 七夕会 ―
海あそび
器作り
そうめん流し
― ― ―
9 運動会 ― 大根種まき ― ― ―
10 ― ―
芋掘り
サンマパーティ
― ― ―
11 ― ― ― ― ―
12 クリスマス会 ― もちつき ― ― ―
1 ― ― ぶりの解体 ― ― ―
2 豆まき ―
凧作り
イカ干し
― ― ―
3 ― ― ― ― ― ―
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6 地域講師と子どもの関わりから 
保育所でまとめられた、地域講師と子どもの関
わり事例を1例示す（表3）。行事での場面から、
保育士も地域講師と子どもとの関わりが確かなも
のになり、保育所が地域講師を置くことの願いと
合致してきていることを実感していることがわかる。
事例　　　イカ干し
（背景）
　地域ならではの「イカ干し」を子ども達に体験させたいという話を、ボランティアでベンチの修理に来ていた地域講師に話すと、イカ干しに必要
な準備、また、イカ干しの指導を自らかって出て下さる。後日、その話を聞いた子どもの祖父もイカの寄贈を申し出て下さり、イカが手に入り次第
「イカ干し」をすることになる。
（エピソー ド）
　所庭で地域講師1名に、イカについて話を聞き、イカを開く。未満児らもその周りに集まって来る。
子どもと地域講師のやり取りと様子 保育士の援助と想い
講：  「ここがイカの口だよ。触ってごらん、痛いけん｡」
子：  「ギザギザだ｡」「本当だ。痛い｡」と、驚いた様子。
講：  「これがスルメイカ、これがヤリイカだよ。やりみたいにとんがってい
るでしょう。足も短いのがわかる？」
子：  「本当だ。やりみたいだ。」と、驚く。
講： イカの各部を説明しながら、イカを開く。
 まずお手本を見せて下さる。
  「これが黒身。黒身を最初にとる。じゃないとこれが破れるとスミが
出て真っ黒になるけんな。」
  「これが肝臓。キモだ。これは卵だよ｡」
子： うわぁ－気持ち悪い」
  「できるかなあ。」と、ちょっと不安そう。
 危なくないよう手を添えてもらいながら、イカを開く ことに挑戦。
　　　△　恐る恐るやってみる子もいれば、やったことはなくても家の
人がイカをさばいているのを見たことがあってか、積極的
にやろうとする子もいる。
子：  「目をとって。そうだ。それでここからさあ とー。とれたとれた｡」
講： 海水でイカを洗う。
子：  「これ、海の水？」   ｢何で？」
　　　△　 疑問に思ったことを積極的に質問するようになる。
講：  「海の魚は海の水で、川の魚は川の水で洗わんと汚れは落ちら
んの」
◎　子ども達が関心を持てるような話をして下さり、子ども達のイカに対
する興味も深まったように感じられた。
　　保育上も地域講師の豊富な知識に触れ、それを子ども達に伝えた
り、共感したりする。
 ・地域講師が積極的に指導して下さっている姿や、いきいきと子ども達
に接して下さっている姿から、教えることに喜びを感じておられるよう
に見てとれた。
△ 　子どもの一生懸命しようとしている姿を見守ったり、できたときは
「すごいね。上手にできたね｡」と満足感が味わえるよう認めていく。
△　地域講師の知識に驚き、周りの子どもにも伝えていく。
（保育士の考察）
　子ども達は地域ならではの「イカ干し」を体験し、「難しかった｡」と言いながらも、最後までやり遂げたことで満足そうな表情を見せていた｡ 地
域講師の知識の豊富さや作業に対する真剣な態度に、子ども達は「すごい」と感じたり、やさしく教えてもらったことに、「嬉しい」という思いを持っ
たりしていた。地域講師も竹馬に続いて2回目ということもあり、子ども達に積極的に働きかけて下さった。子ども達が活動を楽しめるようにと地域
講師が子ども達にやさしく接して下さる姿を見て､保育士として大変嬉しく感じた。
　地域講師のその姿に、子ども達の方も積極的に質問したり、自ら関わろうとしたりする姿が見られた。
　親しみを持った地域講師と活動し、認めてもらったり褒めてもらう中で、喜びを感じたり、自信が持てるようになったり、自然と「ありがとう」の気
持ちが持てるようになったのではないかと思った。活動を重ねていくうちに、同じ地域講師と活動を繰り返すことに意味があるのではないかと感じ
るようになった。
表3　事例
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7 子どもの体力づくりへの支援 
「地域講師」「ゲスト・ティー チャー」「地域ボラ
ンティア」「保護者」が、子どもの家庭・地域での
運動遊び不足を補うため、体力づくりを意識した
園舎内外の設備を設置している。保育所職員と
共同して考案しているが、作製・設置の中心となっ
たのは地域講師である。
1）わくわくの森、きらきらの森
野波保育所の立地は、地域の幹線道路と山に
挟まれた場所に位置し、園舎は木造で新しいが、
園庭は比較的狭くなっている。その上、園庭の中
ほどには築山、鉄棒、ブランコ、立ち木があり、子
ども達は思い切り走り回ることの制限を受けている
のが実情となっている。
保育所では、生活の大半を保育所で過ごす子
ども達の体力・運動能力の促進・向上を考えれ
ば、園舎内外で運動が十分できる環境を整えるこ
とが大切であり、子ども達の運動の質・量の促進
を図るための保育の計画をする必要があると考え
た。園舎内外の施設利用を考えるなかで提案さ
れたのが、園庭につながる裏山を開発した「わく
わくの森」「きらきらの森」である。地権者から山を
借用し、山の斜面、小道、立ち木・雑木の自然を
利用した遊び場となっている（写真1）。
園庭から続く比較的平らな場所は雑木や雑草
を取り去り、なだらかな斜面に整備され、森のセン
ター になっている（写真2、3）。
森中は山の斜面を利用し、低年齢児でも移動
できるように小道がつけられ、周回できるようにして
あるが、小道以外はできるだけ自然のまま手を加
えずに残してある（写真4、写真5）。
センター 部分の急な斜面には木に括りつけたロー
プ及びタイヤをつないだ遊具が垂らしてあり、子ど
も達が伝い、よじ登ることができる仕掛けとなって
いる（写真6）。
山中はほぼ雑木林のままで、山の傾斜面と相まっ
て、子ども達が自然の雑木林に立向かうことができ
る格好の場所となっている（写真7）。
写真2
森から園舎（ビフォー ）
写真3
森から園舎（アフター ）
写真4
地域支援者作業1
写真8
自然物がいっぱい
写真6
3歳児のよじ登り
写真7
5歳児は自由自在
写真1
「わくわくの森」看板
写真5
2歳児も山道歩き
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この他、山には蔓や小枝、木の実、落ち葉、昆
虫など子どもの興味を飽きさせない自然物が豊富
に存在している（写真8）。
子ども達への身体運動効果
この森では2歳児以上の子どもが通常保育でも
遊びを展開している。
幼児期運動指針（文部科学省 2012）では「幼
児期における運動の意義」において、「幼児は心
身全体を働かせて様 な々活動を行うので、心身
の様 な々側面の発達にとって必要な経験が相互
に関連し合い積み重ねられていく。このため、幼
児期において、遊びを中心とする身体活動を十
分に行うことは、多様な動きを身に付けるだけでな
く、心肺機能や骨形成にも寄与するなど、生涯に
わたって健康を維持したり、何事にも積極的に取
り組む意欲を育んだりするなど、豊かな人生を送
るための基盤づくりとなることから、以下のような様々
な効果が期待できる。」とし①体力・運動能力の
向上、②健康的な体の育成、③意欲的な心の育
成、④社会適応力の発達、⑤認知的能力の発達
を挙げている。
この森での具体的な子どもの動きを、幼児期運
動指針が示す「幼児期において獲得しておきた
い基本的な動き」からピックアップすると、「体のバ
ランスをとる動き」＝立つ、座る、寝ころぶ、起きる、
回る、転がる、渡る、ぶら下がるなど、「体を移動す
る動き」＝歩く、走る、はねる、跳ぶ、登る、下りる、
這（は）う、よける、すべるなど、「用具などを操作す
る動き」＝持つ、運ぶ、積む、掘る、押す、引くなど
の、ほとんどの基本的な動きが出現していた。（た
だ、特別に用具を用意していないので「用具など
を操作する動き」の投げる、捕る、転がす、蹴る、こ
ぐ、の動きは見られなかった。）
幼児期において獲得しておきたい基本的な動
きにおいて、「体のバランスをとる動き」、「体を移
動する動き」の全ての動きが出現しているように、
幼児期運動指針が示す「心身全体を働かせて
様 な々活動を行う」に相応しい環境となっている。
そして、「遊びを中心とする身体活動を十分に行う
こと」で効果が期待できるとされる、①体力・運動
能力の向上、②健康的な体の育成、③意欲的な
心の育成、④社会適応力の発達、⑤認知的能
力の発達についても、大きく貢献でき得る環境と
なっている。
2）室内運動誘発の仕掛け
野波保育所では、子どもの運動の質・量の確
保、身体を使った多様な運動の促進を意図し、
広い園舎内を利用して子どもが日常的に運動に
取り組むことができる「室内運動誘発の仕掛け」
を考案・設置して、「多様な運動の生活化」への
取り組みをしている。
地域講師の支援
野波保育所の特長である、木製の長い廊下、
広い玄関ロビー を利用した仕掛けのうち、登り綱、
室内雲悌は地域講師が製作・設置したものである
（写真9、10、11、12）。
登所・降所の折 に々利用する「登り綱」は、今ま
で出現していない「手足でよじ登る」運動を日常
的な運動として生活化させた。
廊下を跨いで設置された「雲悌」（写真12）は
子ども達の遊びの拠点となりつつある。このような
室内仕掛けにより、今までは出現することが困難
であった運動が生活の中で可能となり、多用な運
動を経験できる素晴らしい遊具となっている。保
育計画を遂行する保育士と地域講師との連携が、
子どもの運動発達促進に効果的に機能している
例である。
この他に設置している「竹」の平均台も地域講
師の作品で、常設されている。よく保育所に足を
運び、所長、主任保育士、保育士と意見交換し、
出来ることは直ぐに具現化してくれる地域講師の
存在は保育の充実に貴重な人材となっている。
3）森の開発、運動の仕掛け設置と体力・運動能力
促進との関連
田中千晶、田中茂穂らによると、「保育者の幼
児の身体活動量に関する主観的評価は客観的
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評価と関連しており、保育者はより正確に相対的
に活動量を評価できることが明らかになった。」と
「幼児における身体活動の客観的評価と主観的
評価との関係」（発育発達研究第58号 2013）の
中で述べている。
野波保育所の保育士は一様に環境整備後の
子どもの活動量増加を感じており、保育者の主
観的評価を拠り所とすると、子ども達の運動量増
加は認められ、身体活動量増加は「わくわくの森」
「きらきらの森」「室内運動の仕掛け」の効果によ
るものと考えられる。
「わくわくの森」「きらきらの森」、「室内運動誘
発の仕掛け」が子どもの身体活動量や体力・運
動能力にどのように影響しているかについては、
今後、身体活動量計による測定をして、一人ひとり
を客観的に調査する予定である。
8 まとめ 
野波保育所における保育所と地域支援者との
連携について調査し、まとめた。野波保育所には
「地域講師」「ゲスト・ティー チャー」「地域ボラン
ティア」と定義付けられたの地域支援者がいた。
地域支援者は年間ある各種行事、特に地域交
流行事を主に保育所の要望に応える支援をして
いた。
中でも「地域講師」の名称がつけられた地域支
援者は、保育所行事の支援ばかりでなく、普段か
ら保育所へ訪問し、保育所の情報の把握や支
援の必要性の聞き取りなどもしながら、子どもの保
育の支援や、親・保護者の支援者としても活躍し
ていた。
地域講師を中心とした地域支援では、「地域
で育てる子」「地域で育つ子」を願い、子どもの行
事・活動のあらゆる場面において保育所に協力
支援し、子ども達の心身の成長に大きく影響を与
えている。
子ども達の体力・運動能力促進への関わりか
らみてみると、大がかりな環境整備、特殊な器具
作製・設置、メンテナンスまで地域講師が中心に
行っており、保育所外での遊びが不足し、運動に
よる心身の発育発達が懸念される子どもの身体
活動量、体力・運動能力の増進においても有意
な支援者となっている。
野波保育所の地域では、地域性豊かで経験
豊富な地域講師を中心とする地域支援者の協力
が、通常の保育を補完する「地域資源」として欠
かせないものになっている。地域唯一の保育施設
でもあり、「自分たちが地域の子を育てる」強い想
いがあり、地域講師を中心とする地域支援者は
写真9
のぼり綱と細工柱
広い玄関上がりを利用
して手作り遊具を設置
写真10
降園時に自慢の試技
お迎え時の待合場所は
親子交流の場に！
写真11
5歳児はするする登る
チャレンジ心旺盛な子ど
も達には大人気
写真12
廊下に渡された雲梯
室内（廊下）雲梯は他で
は見られない
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保育所（子ども・保護者を含む）との連携もよくとれ
ている。
このような地域人材を活用した「地域講師」型
地域支援者の取組は、他地域での保育所支援
のあり方のモデルにもなり得るユニー クな取組となっ
ている。
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